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【臓器提供施設からみた改正臓器移植法の課題と対応】 
海外における臓器移植の現状

古川博之, 谷口雅彦, 唐崎秀則



移植大国アメリカの臓器移植を紹介する．アメ

リカでも臓器不足に悩んでおり，現在約１０万人

が臓器移植を待っている．最も待機患者の多いの

が腎臓であり（76,089例)，続いて肝臓（15,807

例)，陣臓(3,671例)，心臓(2,711例)，肺(2,016

例）と続く．しかし，臓器移植数も多い（表1）た

め，１年(中間値)以上の待ち時間が必要なのは腎

臓(３年半)，腎移植後陣移植(２年半)，豚腎同時移

植(１年)だけで，その他の臓器は１年(中間値)以

内に移植可能である.臓器不足を解消するために，

最近心臓死ドナーからの摘出が急速に増加してお

り，２００８年には８４８例(全体の５％）を数えた．

移植の適応症については，心臓では最近，虚血

‘性心疾‘患が減少し（34％)，拡張型心筋症（53％）

が増加傾向にある．肺ではこの１０年間で特発性

肺線維症が増加し(34％)，肺気腫を主とする‘慢'性

閉塞性肺疾患(29％)は減少傾向にあるほかに，

雲胞性線維症やα１アンチトリプシン欠損症など

先天’性疾患も肺移植の適応となる．心肺同時移植

は，先天性心疾,患，特発性肺高血圧症に行われる．

肝臓では，Ｃ型肝炎・アルコール’性肝硬変を主

とする肝細胞’性肝硬変，胆汁うっ滞性肝硬変，急

性肝不全などが移植適応となる．アメリカでは，

2002年にＭＥＬＤ（modelfbrend-stageliverdis‐

ease)スコア(ビリルビン，プロトロンビンINR，

クレアチニンから算出した肝硬変の程度を表すス

コア）を導入して以来，肝細胞がん,患者に有利に

臓器配分しており，制度導入前の２００１年には，

肝細胞がんへの移植は全体の３％にすぎなかっ

たが，２００８年には６倍の１７．５％まで増加してい

る．

Ｈ革移植は１型糖尿病に対して行われる最も有効
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な治療法であり，糖尿病による２次的合併症の増

悪を停止または改善する．１型糖尿病から腎不全

となり透析療法を受けている人に対しては，陣腎

同時移植(66％)，生体移植などで腎臓を先に移植

された後に陣移植を行う腎移植後陣移植(１７％)，

膨臓だけを移植する陣単独移植（18％）の３つの

移植法がある．腎移植の主な適応症は，糖尿病性

腎症，高血圧性腎硬化症，糸球体腎炎であり，小

腸移植は主に短腸症候群に対して行われている．

表１に各臓器移植の成績を示す．臓器が外界と

接している肺・心肺移植，小腸移植および腎移植

後陣移植，陣単独移植は５年生存率が５０％前後

まで落ち込むが，その他の臓器はおおむね５年生

存率７０％以上を保っているのが分かる．肝臓を

除くほとんどの臓器は‘慢性拒絶反応を避けること

ができず,今後,'慢'性拒絶反応の克服,そして免疫

寛容の達成が移植成績改善の大きな課題である．
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